


　新
あた

しい年
とし

をむかえ、３学
がっ

期
き

がスタートしました。

まだまだ寒
さむ

い日
ひ

が続
つづ

きますが、かぜをひかないよう

に気
き

をつけて、３学
がっ

期
き

も元
げん

気
き

に過
す

ごしましょう。 　１月
がつ

24 日
か

（水
すい

）から 30日
にち

（火
か

）は「全
ぜん

国
こく

学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

週
しゅう

間
かん

」です。昔
むかし

の給
きゅう

食
しょく

はど

のような献
こん

立
だて

だったのか、見
み

てみましょう。

　山
やま

形
がた

県
けん

の私
し

立
りつ

忠
ちゅう

愛
あい

小
しょう

学
がっ

校
こう

で、お弁
べん

当
とう

を持
も

ってこられない

子
こ

どもたちに食
しょく

事
じ

を出
だ

したのが始
はじ

まりです。

　その後
ご

、戦
せん

争
そう

による食
しょく

料
りょう

不
ぶ

足
そく

で中
ちゅう

断
だん

されました。

　戦
せん

争
そう

の後
あと

、子
こ

どもたちの栄
えい

養
よう

不
ぶ

足
そく

が心
しん

配
ぱい

され、外
がい

国
こく

からの

援
えん

助
じょ

物
ぶっ

資
し

により、給
きゅう

食
しょく

が再
さい

開
かい

されました。脱
だっ

脂
し

粉
ふん

乳
にゅう

とトマト

シチューやみそ汁
しる

など、かんたんなものでした。

　パン・脱
だっ

脂
し

粉
ふん

乳
にゅう

・おかずの給
きゅう

食
しょく

となりました。くじら肉
にく

は

貴
き

重
ちょう

な栄
えい

養
よう

源
げん

として、よく登
とう

場
じょう

しました。

　脱
だっ

脂
し

粉
ふん

乳
にゅう

から牛
ぎゅう

乳
にゅう

へとかわり、おかずの種
しゅ

類
るい

が増
ふ

えました。

あげパンやソフトめんが人
にん

気
き

でした。

　ごはん給
きゅう

食
しょく

が始
はじ

まりました。主
しゅ

食
しょく

がパンしかなかったころ

より、メニューの種
しゅ

類
るい

が増
ふ

えました。

　みなさんの食
しょく

生
せい

活
かつ

のお手
て

本
ほん

となるように、献
こん

立
だて

を決
き

めてい

ます。地
じ

場
ば

産
さん

物
ぶつ

を使
つか

って、地
ち

産
さん

地
ち

消
しょう

に取
と

り組
く

んでいます。

　「１年
ねん

の計
けい

は元
がん

旦
たん

にあり」、この言
こと

葉
ば

は１年
ねん

のはじめの元
がん

旦
たん

にその年
とし

のいろいろな計
けい

画
かく

を立
た

て、その目
もく

標
ひょう

に向
むか

って過
す

ごしていこうという意
い

味
み

です。健
けん

康
こう

に１年
ねん

を過
す

ごすた

めの目
もく

標
ひょう

を考
かんが

えて、下
した

に書
か

いてみましょう。

朝
あさ

ごはんを毎
まい

日
にち

しっかり食
た

べる

一
ひと

口
くち

30 回
かい

よくかんで食
た

べる

苦
にが

手
て

な食
た

べ物
もの

にも

挑
ちょう

戦
せん

してみる

食
しょく

事
じ

の前
まえ

に

しっかり手
て

をあらう

おやつは時
じ

間
かん

と量
りょう

を

決
き

めて食
た

べる

たとえば・・・

今
こ

年
とし

の食
しょく

生
せい

活
かつ

の目
もく

標
ひょう

を立
た

てよう！

学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

の歴
れき

史
し

今
ことし

年の目
もく

標
ひょう

明
めい

治
じ

22年
ねん

（1889年
ねん

）

昭
しょう

和
わ

21年
ねん

（1946年
ねん

）

昭
しょう

和
わ

25年
ねん

（1950年
ねん

）

昭
しょう

和
わ

40年
ねん

代
だい

（1965～1974年
ねん

）

昭
しょう

和
わ

51年
ねん

（1976年
ねん

）

そして現
げん

在
ざい

「いただきます」

「ごちそうさま」の

あいさつをしっかりする


